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Ａ－１ 音響性能試験の概要（ＪＩＳ Ａ １４１６）
【試験概要】

• 遮音板に入射する音の音圧レベルと透過した音圧レベルを測定する。

【試験結果】

• ２つの音圧レベル差に面積による補正値を加えたものが音響透過損失（ＴＬ）となる。
• 音響透過損失が大きいほど遮音性が高い。
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Ｂ－１ 強度試験の概要（NEXCO試験法９０１）

【概要】

・遮音壁として使用する部材に対し、風荷重に相当する荷重が作用した時の等分布載荷を行い、
破損の有無、変形状況及び固定部の強度を確認する。

・透光性遮音板の場合、枠材、支柱からの透光性部材の脱落の有無を確認するとともに、透光部
材の中心たわみ量を測定し、透光部材の開口短辺の1/15以下であることを確認する。

透光性遮音板の強度試験方法
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Ｂ－２ 耐衝撃性能試験の概要（ＮＥＸＣＯ試験法９０２）
【試験概要】

• 実製品の遮音板を使用し、鉄球による加撃体で衝撃を与える。
【試験結果】

• 支柱からの脱落の有無を確認する。
• 遮音板の材料破片の飛散防止率を測定
飛散防止率（％）＝（部材重量－破片総重量）／部材重量×１００

• 遮音板の材料破片の破片最大重量を測定

衝撃性能試験配置図 衝撃性能試験状況

加撃体詳細図
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Ｂ－３ 耐燃焼性能試験の概要（ＪＩＳ Ｒ ３２０４）
【試験概要】

• ＪＩＳ Ｒ ３２０４「網入板ガラス及び線入板ガラス」に規定された、製品の防火性を確認する加熱試験
• 試験機には、規定された加熱温度と炉内圧力を満足できる加熱炉（壁用防耐火炉）を使用する。
• 加熱温度はＩＳＯ８３４-１に規定する標準時間温度曲線に従う。

壁用防耐火炉試験機

【試験結果】

• 加熱開始から終了（最大６０分間）の間に供試体に現れる現象を約１ｍの距離から目視により観察する。

試験状況（イメージ）
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【補足】
本試験は上限60分としているが、一部の技術は、NEXCO試験法に基づいた既存の燃焼試験結果としている。
※NEXCO試験法では耐燃性区分Ⅱで燃焼時間４分、耐燃性区分Ⅲで燃焼時間１２分とされている。
（耐燃性区分Ⅱ 車両火災等で透光部材などの落下物が発生した場合、沿線地域等に対して被害が想定されない箇所）
（耐燃性区分Ⅲ 車両火災等で透光部材などの落下物が発生した場合、沿線地域等に対して被害が想定される箇所）落

耐燃性区分の詳細はＮＥＸＣＯ設計要領による。



Ｂ－４ 耐飛び石性能試験の概要（ＮＥＸＣＯ試験法９０８）
【試験概要】
• 小鋼球を高さ１ｍ（又は0.5ｍ）×幅２ｍの実製品に加撃する（合計６箇所）。
• 試験は供試体１枚について実施する。（ただし、ひび割れ等不具合が生じた場合は、更に１枚を追加し
て、再試験を実施することが出来るものとする。）

【試験結果】
• 枠材からの遮音板の脱落の有無を確認する。
• 打撃による損傷形態（打痕、クラック、ヘルツ破壊）を目視により判断する。
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Ｃ，Ｄ共通 暴露試験方法の概要（ＪＩＳ Ｋ ７３５０）
【試験概要】

• スペクトル分布が太陽光に近似しているため、ＪＩＳ Ｋ ７３５０「実験室光源による暴露試験方法 キセノ
ンアークランプ」による室内促進暴露試験を実施する。

• 耐用年数を２０年と設定して、照射時間は屋外２０年相当の５，０００時間*1とする。

• 促進暴露試験後、ＪＩＳ規定による曇価（ヘーズ）と黄色度、全光線透過率を測定する。

キセノンアークランプ試験装置

*1 照射５，０００時間
実績のあるサンシャインウェザー試験機での
知見より、５，０００時間照射を屋外での２０年相
当と想定している。
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※照射１０，０００時間（４０年相当）を追加。
ただし、試験の実施については任意とし、
実施しない場合は「－」と表示する。
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Ｃ－１ 曇価（ヘーズ）測定の概要（ＪＩＳ Ｋ ７１３６）

【試験概要】

• 試験片に光を当て、透過する光線のうち、平行成分と拡散成分すべてを含めた光線の透過率（全光線
透過率：Ｔｔ）と平行成分を除いた拡散光の透過率（拡散透過率：Ｔｄ）を求める。

【試験結果】

• 曇価（ヘーズ）％＝拡散透過率（Ｔｄ）／全光線透過率（Ｔｔ）×１００
• 完全な透明体は曇価０％、曇り具合が増えるに従って曇価は高くなる。

透過率測定器

*1 参照白板は積分球の内面と同様で、Ｙ値が90以上の白板
*2 光トラップは入射する光を吸収する

曇価（ヘーズ）測定イメージ図 参-7
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Ｃ－２ 黄色度（ＹＩ）測定の概要（ＪＩＳ Ｋ ７３７３）
【試験概要】

• 試験片の色を測定し、三刺激値（ＸＹＺ）
を求める。

• 測定方法は、刺激値直読方法と分光測
色方法がある。

【試験結果】

• 測定した三刺激値（ＸＹＺ）から、数式に
より黄色度（ＹＩ）を求める。

（例）光源に昼間の太陽光線の明るさ（標準ｲﾙﾐﾅﾝ
ﾄD65）を使用した場合（10 度視野）

ＹＩ＝100（1.3013Ｘ10－1.1498Ｚ10）／Ｙ10

• 数値が大きいほど、無色又は白色から
色相が黄方向に離れていることを示す
（黄ばんで見える）。

参-8

参考資料



Ｄ－１視認性能試験(全光線透過率)の概要(JIS K 7361-1)
【試験概要】

• 試験片に光を当て、透過する光線のうち、平行成分と拡散成分すべてを含めた光線の透過率（全光線透
過率：Ｔｔ）を求める。また、拡散成分を除いた光線の透過率（平行光線透過率：Ｔh）を求める。

【試験結果】

• 数値が大きいほど透明性が高い。
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*1 参照白板は積分球の内面と同様で、Ｙ値が90以上の白板
*2 光トラップは入射する光を吸収する

試験片を通過した光線の平行成分

試験片を通過した光線の拡散成分

Ｔh：平行光線透過率
試験片を通過する光線のうち、拡散成分を除いた平行線の透過
率
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【補足】
・周辺住居の日照性確保性 全光線透過率で評価
・眺望の確保性、交通安全上の視認性の確保性 平行光線透過率で評価


